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研究成果の概要（和文）：ヒトの視覚認知機能には存在する個人間多様性を理解するため、本研究では、視覚認
知機能の研究に認知神経遺伝学の手法と視覚障害者を対象とした心理学実験の手法を導入し、遺伝子多型、脳機
能、行動指標の多様性とその間 の関連解析を行うことにより、行動面に表出した多様性をもたらすメカニズム
を解明した。特に視覚障害の研究においては、神戸大学が保有するバーチャル・リアリティ・システムを駆使し
て実験を行い、弱視者が直立中ないし歩行中に足もとがどのていど見えるかを計測する方法を開発し、健常者の
計測データと 比較することにより、視覚機能の多様性についての研究を進めることができた。

研究成果の概要（英文）：The present study was conducted to elucidate the mechanisms of human visual 
cognition by introducing two experimental methodologies: cognitive neurogenetics and virtual reality
 experiments. Experiments with the former methodology, cognitive neurogenetics, clarified the 
relationship between gene polymorphism and visual cognitive functions, and those with the latter 
methodology, virtual reality, clarified the visual perception of people with low vision perceived 
his/her peri-personal space while walking. Experiments with totally or partially blind people were 
also conducted to verify the validation of the blind navigation with smartphones.

研究分野：認知科学
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１．研究開始当初の背景 
【遺伝子多型】近年、ヒトの視覚認知機能の
多様性を捉えるため、一塩基多型（SNP: 
Single Nucleotide Polymorphism）を中心と
した遺伝子多型が注目されている。SNP研究
では、DNA の塩基配列のうち一塩基の置換
から生じる遺伝情報の違いが脳内タンパク
質、脳構造や脳機能に影響し、心理特性に違
いが生じるという考えが主流である。 
【認知神経遺伝学】SNPと脳イメージングを
融合した認知神経遺伝学は、健常者の行動指
標、脳活動指標、遺伝子多型の三者間の関連
を分析し、遺伝要因と生理、行動指標の関係
を非侵襲的に検討する。また、アルツハイマ
ー型認知症や ADHD などといった精神疾患
や発達障害と遺伝子多型の関連ではなく、健
常者の多様性を遺伝子、脳神経レベルより多
層的に解明することができる。これまでの認
知神経科学がヒトの認知過程の神経機構を
対象としていたことに対し、認知神経遺伝学
は、個人間の神経メカニズムの多様性が解明
できることに新規性がある。しかしながら、
健常者を対象とした近年の研究でも、いくつ
かの研究報告やレビューが公刊されている
が（Payton, 2009; Kikuno et al., 2013）、国
内外では未だ黎明期である。 
 
２．研究の目的 
ヒトの視覚認知機能には個人間で大きな多
様性がある。多様性を理解するためには、
ヒトを等質なものとし多様性を誤差と見な
すのではなく、差異に着目し、多様性の原
因を同定する必要がある。そのため本研究
では、視覚認知機能の研究に認知神経遺伝
学（cognitive neurogenetics）の手法を導入
し、遺伝子多型、脳機能、行動指標の多様
性とその間の関連解析を行い、行動面に表
出した多様性をもたらすメカニズムを、遺
伝子、脳神経レベルで多層的に解明するこ
とを試みた。さらに、視覚機能障害の事例
を取り上げて実証的に検討し、視覚機能の
個人差と多様性の解明を目指して実験を遂
行した。 

 
 

 
３．研究の方法 
本研究は次の方法論による実験を遂行した。 
(1) 認知神経遺伝学による行動多様性の検討 
健常者の研究では、知能研究などで遺伝
子の比率を取り扱ったものは行われて
いるが、本研究のように遺伝子を特定す
る研究は、国内ではほとんど行われてい
ない。 

(2) 文化間比較への認知神経遺伝学的手法の
導入 
認知神経遺伝学の研究は単一文化内で
行われており、文化間比較は世界初であ
る。ただし本研究では海外出張の時間が
とれず、研究は計画したものの遂行はで
きなかった。 

(3) 遺伝要因と文化要因をあわせた行動多様
性の検討 
遺伝と環境の要因の寄与を広範囲に検
討する方法論を提案できる。 

(4) 視覚障害者を対象とした行動実験 
触図を用いた実験室実験、バーチャルリ
アリティ・システムを用いた歩行実験、
視覚障害者に街なかを探索してもらう
行動実験を遂行した。 

 
４．研究成果 
視覚障害の研究においては、神戸大学が保有
するバーチャルリアリティ・システム 
を駆使して実験を行い、弱視者が直立中ない
し歩行中に足もとがどのていど見えるかを
計測する方法を開発し、健常者の計測データ
と 比較することにより、視覚機能の多様性
についての研究を進めることができた。実験
結果は電子情報通信学会の研究会で発表す
ると共 に、英文の査読誌に発表した。また
計測自動制御学会で招待講演を行うととも
に、神戸市役所でも招待講演を行い、研究の
アウトリー チ活動を進展させた。一方、海
外出張の時間が取れず、文化間比較について
は多くの成果を上げることができなかった
ので、今後の課題としたい。 
 
 
 

 
直立条件の図形読み 



 
歩行条件の図形読み 
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